


















はじめに 

 ヒトのあらゆる動作の基本は直立姿勢である。直立姿勢を安定保持する能力を直立能力

と呼ぶ。直立能力を定量的に評価する学問を身体静止学,スタシオロジー,stasiology と名

づけた。われわれは,stasiology の立場にたって,新生児の姿勢制御がどのようになされて

いるかを調べた。 

 まずヒトの直立姿勢の基礎は,出生後から 1 人立ちできる間にほぼ完成されるものとい

う仮説をたてた。母の胎内では無重力状態にあり,出生と同時に自らの重心で生活しなけれ

ばならない。さらに脊柱が,家で例えるならば,梁の役目をしていたものが支柱の役目にと

大きく変換する。ヒトの姿勢の変化は,この時期ほど顕著なものはない。この時期における

直立への諸能力を定量的に評価することは大きな意味があり,これが本研究に着手した所

以である。 


